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Vベルト設計手順

Ko：負荷補正係数　（ページ42，表2-3） 

K i：アイドラ補正係数　（ページ42，表2-4） 

Ke：環境補正係数　（ページ44，表2-10） 
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概略ベルトピッチ周長 

軸間距離 

大プーリピッチ径 

小プーリピッチ径 
回転比＝ 

設計動力を 
求めてください。 

ベルト長さおよび 
軸間距離を決定する。 

Vベルトの形を 
選定してください。 

Vベルトに適したプーリの 
ピッチ径を求めてください。 
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表2-1-1

表2-1-21.過負荷係数 （Ks）の求め方 

2.設計動力 （Pd）の求め方 

（ページ45） 

 

伝動動力はベルトにかかる実際の負荷を使用するのが理想

ですが、一般的には原動機定格動力を使用します。 

設計に必要な条件を 
定めてください。 1
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a.機械種類 

b.伝動動力 

高温、低温、水、油、ゴミ、酸、アルカリの有無など 

f.暫定軸間距離 

g.特殊な使用例、環境 

c.一日の稼働時間 

d.小プーリの回転数 

e.回転比 


